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当所では、新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)による感染症(COVID-19)に係る検査を2020年1月31日

から開始した。2020年1月31日から2021年3月31日までに、SARS-CoV-2検査を32,020件行い、うち2,299

件が陽性であった(陽性率7.2%)。また、他自治体からの依頼検査を990件、宿泊療養施設退所に必要な

陰性確認検査を637件行った。COVID-19の流行が継続する中、変異株の流行状況の把握やCOVID-19

の感染伝播の解明の重要性が高まった。このことから、2021年1月以降、SARS-CoV-2検査に加えて、

N501Y変異に係る変異株スクリーニングを919件行い、うち5件が変異陽性であった。また、次世代シ

ークエンサー(NGS)によるSARS-CoV-2の全ゲノム配列の解析を714検体行い、うち460検体(64.4%)の配

列を取得した。得られた配列情報についてデータベースへの登録及び疫学情報と併せて保健所等への

情報提供を行った。さらに、COVID-19に関する技術や知識を共有するために、SARS-CoV-2検査の技

術研修や保健所等に対する研修会等を行った。 
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１ はじめに 

新型コロナウイルス (SARS-CoV-2) による感染症

(COVID-19)は、2019年12月に中国湖北省武漢において初め

て患者発生が報告された。その後、2020年1月16日に国内

初の感染例が報告され1)、全国に感染が拡大した。当所で

は、2020年1月31日にCOVID-19疑いの検体について初めて

検査を行った。そして、福岡県では2020年2月20日に福岡

市で最初の患者が報告され2)、当所でも2020年3月19日に最

初の陽性を検出した。COVID-19の流行が継続する中、変

異株の流行状況の把握や、COVID-19感染伝播の解明の重

要性が増した。そこで、当所ではSARS-CoV-2検査に加え

て、変異株スクリーニング、次世代シークエンサー(NGS)

を用いたCOVID-19の感染伝播の解明や変異株の確定を行

った。また、保健所への技術研修や研修会等を通して

COVID-19に関する情報共有を行った。今回、2020年1月31

日から2021年3月31日にかけて当所で行ったCOVID-19に

係る対応について報告する。 

 

２ 新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)の検査 

SARS-CoV-2の検査は、感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律(感染症法)第15条に基づいて行 

 

った。また、九州・山口9県における感染症に対する広域

連携に関する協定書に基づき他自治体からの依頼検査を

行った。 

２・１ 検査方法 

COVID-19疑い患者の検体(咽頭ぬぐい液、鼻咽頭ぬぐい

液、唾液、喀痰等)について、核酸増幅法(RT-qPCR法、TMA

法)を用いてSARS-CoV-2の検査を行った。また、2020年12

月から2021年1月にかけて、県内3ヶ所の検査課(筑紫保健

福祉環境事務所、北筑後保健福祉環境事務所及び田川保健

福祉事務所)で抗原定量検査が開始され、当所では、抗原

定量検査において判定保留となった検体について、福岡県

新型コロナウイルス抗原定量検査実施要領に基づき、核酸

増幅法による確定検査を行った。 

２・２ 県域の検査数及び検査結果 

当所では、SARS-CoV-2 の検査を 2020 年 1 月 31 日から

開始した。その後、2021 年 3 月 31 日までに、北九州市及

び福岡市を除く県内 9 ヶ所の保健所、久留米市、大牟田市

(2020年 3月まで)及び県内 3ヶ所の検査課の確定検査を含

む 32,020 件について検査した。その結果、2,299 件が陽性

であった(陽性率 7.2%)。月毎の検査数及び陽性数を表 1 に

示す。なお、検査数は、当所における検査日と検査数に基

づき集計したため、公表されている検査件数とは異なる。
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月毎の検査数は、2021 年 1 月に 8,046 件と最多であった。

次いで、2020 年 8 月に 5,142 件であった。1 日最多検査数

は、月毎の検査数同様、2021 年 1 月に 1 日 559 件と最多

であった。次いで、2020 年 12 月の 1 日 416 件であった。

陽性数は、2021 年 1 月に 555 件と最多であった。次いで、

2020 年 4 月の 401 件であった。一方、陽性率は 2020 年 4

月が 13.7%、次いで 2020 年 5 月の 11.8%であった。また、

2020 年 6 月以降は、10%未満で推移した。 

２・３ 他自治体からの依頼検査 

 2020 年 3 月に大分県から 174 件、2020 年 4 月から 7 月

にかけて北九州市から 696 件、2020 年 12 月に福岡市から

120 件の計 990 件について検査を行った(表 1)。 

２・４ 宿泊療養施設における陰性確認検査 

 COVID-19 の流行当初、COVID-19 患者又は無症状病原

体保有者について、症状改善後または 10 日間の入院後に、

2 回核酸増幅法による検査を行い、両方で陰性が確認され

た場合に退院または宿泊療養施設からの退所ができると

いう基準を厚生労働省が定めていた 3)。この基準に基づき、

2020 年 4 月から 6 月にかけて、県内に設けられた 3 ヶ所

の宿泊療養施設(2020 年 6 月 15 日時点)の延べ 637 検体に

ついて陰性確認検査を行った(表 1)。なお、基準の改正等

に伴い、当該検査は 2020 年 6 月 15 日で終了した。 

 

３ 変異株スクリーニング 

 COVID-19 の流行が継続する中、2020 年 9 月に英国にお

いて N501Y 変異があるアルファ株が検出された 4)。その

後、2020 年 12 月 25 日に国内で初めて検出されて以降 5)、

全国に感染が広がった。アルファ株について、厚生労働省

による監視体制の強化が行われ 6)、当所でも 2021 年 1 月

から、N501Y 変異について、変異の有無を確認する変異

株スクリーニングを開始した。 

３・１ 検査方法 

 変異株スクリーニングは、当所、保健所検査課及び民間

検査会社の SARS-CoV-2 検査で陽性となった検体の一部

を対象に、RT-qPCR 法で行った。一部の検体は、変異株ス

クリーニングによる N501Y 変異の有無を確認せず、直接

４のゲノム解析により変異株の確定を行った。 

３・２ 検査数および検査結果 

 N501Y 変異スクリーニング検査は 919 件について検査

を行った。その結果、5 件が変異陽性となった(表 1)。 

 

４ ゲノム解析 

 COVID-19 の流行に伴い、感染伝播の解明や変異株の流

行状況を把握することの重要性が高まった。厚生労働省か

らの通知「新型コロナウイルス感染症における積極的疫学

調査について(協力依頼)」7)に基づき、2020 年 4 月から国

立感染症研究所(感染研)に検体を送付し、ゲノム解析を依

頼した(合計 971 検体)。2020 年 9 月に次世代シークエンサ

ー (NGS)を導入し、感染研の協力を得て当所でも

SARS-CoV-2 の全ゲノム配列の解析を開始した。 

４・１ 検査方法 

 当所、保健所検査課、民間検査会社による検査及び他自

治体の検査において SARS-CoV-2 陽性となった検体を対

象とした。ゲノム解析の開始当初の 2020 年 5 月は、陽性

検体から抽出した RNA を感染研に送付しゲノム解析を依

頼した。当所で NGS 解析を開始して以降は、当所にて、

検体から抽出した RNA について糸川ら 8)の方法により全

ゲノム配列を取得した。 

４・２ 検査数および検査結果 

感染研に送付した 971 件のうち、689 件(71%)について

配列が取得された。当所においては、2020年 11月から 2021

年 3 月 31 日までに 714 件ついてゲノム解析を行い、460

件(64.4%)について配列を取得した (表 1)。得られた配列を、

感染研のサーバーで組み立てを行い、国際的なデータベー

ス Global Initiative on Sharing All Influenza Data (GISAID)へ

登録した 9)。また、得られた配列について疫学情報を併せ

てネットワーク解析を行い保健所に情報提供した。変異株

の流行以降は変異株の確定を行った。 

 

５ 技術研修 

 2021 年 3 月に北筑後保健福祉環境事務所から 4 名の研

修者を受け入れ、SARS-CoV-2 検査等について実習を含め

た研修を行った。 

 

６ 情報提供 

 COVID-19 に係る検査体制や NGS 解析の結果等の情報

提供のために、2020 年 1 月から 2021 年 3 月にかけて、保

健所を対象とした研修会を計 12 回、また、保健所、本庁

及び医療機関に対して個別に NGS 解析等に関する情報提

供を計 7 回実施した(表 2)。 

 

７ 検査に係る応援体制 

 COVID-19 に対する検査対応において、所内の病理細菌

課、企画情報管理課、生活化学課及び水質課から計 18 名

の応援を受けた。また、筑紫保健福祉環境事務所、北筑後

保健福祉環境事務所及び田川保健福祉事務所の検査課か

ら計 3 名の応援を受けた。 
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県内の検査 

 他自治体 

依頼検査 

 宿泊療養施設 

陰性確認 

 

N501Y 

変異株スクリーニング  
ゲノム解析 * 

  

保健所からの 

検査 

検査課の 

確定検査 
検査数計 

1 日最多 

検査数 
陽性数 陽性率 

   
検査数 陽性数 

 
解析数 

得られた 

配列数 

2020 年 1 月 4 - 4 4 0 0.0% 
 

0 
 

0 
 

- - 
 

- - 

 
2 月 85 - 85 16 0 0.0% 

 
0 

 
0 

 
- - 

 
- - 

 
3 月 400 - 400 43 15 3.8% 

 
174 

 
0 

 
- - 

 
- - 

 
4 月 2,925 - 2,925 224 401 13.7% 

 
337 

 
256 

 
- - 

 
- - 

 
5 月 1,080 - 1,080 86 127 11.8% 

 
26 

 
377 

 
- - 

 
- - 

 
6 月 560 - 560 50 0 0.0% 

 
270 

 
4 

 
- - 

 
- - 

 
7 月 2,972 - 2,972 334 188 6.3% 

 
63 

 
- 

 
- - 

 
- - 

 
8 月 5,142 - 5,142 358 350 6.8% 

 
0 

 
- 

 
- - 

 
- - 

 
9 月 1,513 - 1,513 321 53 3.5% 

 
0 

 
- 

 
- - 

 
- - 

 
10 月 583 - 583 129 24 4.1% 

 
0 

 
- 

 
- - 

 
- - 

 
11 月 1,795 - 1,795 273 140 7.8% 

 
0 

 
- 

 
- - 

 
31 40 

 
12 月 4,109 109 4,218 416 252 6.0% 

 
120 

 
- 

 
- - 

 
103 58 

2021 年 1 月 7,900 146 8,046 559 555 6.9% 
 

0 
 

- 
 

381 0 
 

126 88 

 
2 月 1,704 76 1,780 274 144 8.1% 

 
0 

 
- 

 
178 0 

 
87 36 

 
3 月 877 40 917 103 50 5.5% 

 
0 

 
- 

 
360 5 

 
367 238 

 
合計 31,649 371 32,020 - 2,299 7.2% 

 
990 

 
637 

 
919 5 

 
714 460 

表 1 2020 年 1 月から 2021 年 3 月までに当所で行った新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)に係る検査及び解析の種類と月毎の実施数 

* 当所の次世代シークエンサー（NGS）による解析数を示す。（感染研への解析依頼数は 2020 年 4 月～2021 年 1 月までで合計 971 検体） 
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  回数 対象 

2020 年 3 月 1 全保健所(研修会) 

 4 月 1 保健所(個別情報提供) 

 5 月 1 保健所(個別情報提供) 

 6 月 3 全保健所(研修会) 

 7 月 3 全保健所(研修会) 

保健所(個別情報提供) 

本庁(個別情報提供) 

 8 月 2 全保健所(研修会) 

 10 月 1 全保健所(研修会) 

 11 月 1 全保健所(研修会) 

 12 月 2 全保健所(研修会) 

本庁(個別情報提供) 

2021 年 3 月 4 全保健所(研修会) 

保健所(個別情報提供) 

本庁(個別情報提供) 

表 2 保健所等に対する情報提供の回数と対象 
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